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ページ 【誤】

p80

 Ⅱ2 － 23 の組み合わせ表中問題

次ページに続く

80 Ⅱ　製品一般問題

 Ⅱ2 － 23

某ビルの第 1 節の柱 （長さ 12.0 m） に対し対物検査 2 を判定基準に従い行った。空欄

（イ）～（ト）に入れるべき数値の組み合わせのうち , 正しいものはどれか。なお , 誤差の単

位は mm である。

問題

（イ） （ロ） （ハ） （ニ） （ホ） （ヘ） （ト）

A ＋ 1.2 1.44 4.56 1.50 0.27 1.14 1.14

B － 0.8 0.64 2.90 0.76 0.53 0.73 0.73

C ＋ 0.8 0.64 2.90 0.76 0.53 0.73 0.73

D － 1.2 1.44 4.56 1.50 0.27 1.14 1.14

E ＋ 1.2 1.44 4.56 1.50 0.27 1.14 1.14

（ハ）

（イ）

（ロ）

（ニ）

（ヘ）

（ト）

（ホ）



ページ 【誤】

p230
【正】

ページ 【誤】

p80 【正】

解　説

Ⅱ 2 － 23答

230 Ⅱ　製品一般問題解説

Ⅱ 2 － 22 …… D

「JASS 6」 付則 6 の対物検査 1 の判定手順を問う問題である。

（イ） 柱の長さは12.0 mであり , 10.0 m以上であるから , 「JASS 6」 鉄骨精度検査基準よ

り管理許容差は ±4.0 mmである。

（ロ） （イ）の解説のとおり。

（ハ） 管理許容差を超えているので不適合である。

（ニ） 1 CB 2が不適合なので , 1 個である。

（ホ） 対物検査 1 の規定により , 1 個の不適合から 2 回目続行となる。

（ヘ） 2 回目のサンプルは全て適合なので0個である。

（ト） 1 回目は 1 個 , 2 回目は 0 個が不適合なので , 不適合数の合計は 1 個である。

（チ） 2 回のサンプリングの不適合数の合計が 1 個なので , 合格となる。

これより , D が正解

Ⅱ 2 － 23 …… C

「JASS 6」 付則 6 の対物検査 2 の判定手順を問う問題である。

（イ） diはzi－z
_
なので , 1－0.2＝＋0.8

（ロ） di2は（ zi－z
_
 ）2なので , （ 1－0.2 ）2＝（ 0.8 ）2＝0.64

（ハ） Σdi2はd1
2＋d2

2＋d3
2＋D4

2＋d5
2なので , （ 0.04 ）2＋（＋0.64 ）2＋（ 0.04 ）2＋（ 0.64 ）2

＋（ 1.44 ）2＝0.0016＋0.410＋0.0016＋0.410＋2.074＝2.90

（ニ） sは （Σdi2／5 ）なので , （ 2.90／5 ）＝ （ 0.58 ）＝0.76

（ホ） to は2｜z
_
｜／sなので , 2×0.2／0.76＝0.53

（ヘ） VδはΣdi2／4なので , 2.90／4＝0.73＜2.78 で偏りは無い。

（ト） Ｌ＞2.0 mなのでVm＝1.0　Vδ／Vm＝0.73／1.0＝0.73＜2.37 で測定誤差に問

題は無い。

これより , C が正解

答

答

（イ） （ロ） （ハ） （ニ） （ホ） （ヘ） （ト）

A ＋ 1.2 1.44 3.60 0.85 0.48 0.90 0.90

B － 0.8 0.64 2.80 0.75 0.53 0.70 0.70

C ＋ 0.8 0.64 2.80 0.75 0.53 0.70 0.70

D － 1.2 1.44 3.60 0.85 0.48 0.90 0.90

E ＋ 1.2 1.44 3.60 0.72 0.56 0.90 0.90
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「JASS 6」 付則 6 の対物検査 1 の判定手順を問う問題である。

（イ） 柱の長さは12.0 mであり , 10.0 m以上であるから , 「JASS 6」 鉄骨精度検査基準よ

り管理許容差は ±4.0 mmである。

（ロ） （イ）の解説のとおり。

（ハ） 管理許容差を超えているので不適合である。

（ニ） 1 CB 2が不適合なので , 1 個である。

（ホ） 対物検査 1 の規定により , 1 個の不適合から 2 回目続行となる。

（ヘ） 2 回目のサンプルは全て適合なので0個である。

（ト） 1 回目は 1 個 , 2 回目は 0 個が不適合なので , 不適合数の合計は 1 個である。

（チ） 2 回のサンプリングの不適合数の合計が 1 個なので , 合格となる。

これより , D が正解

Ⅱ 2 － 23 …… C

「JASS 6」 付則 6 の対物検査 2 の判定手順を問う問題である。

（イ） diはzi－z
_
なので , 1－0.2＝＋0.8

（ロ） di2は（ zi－z
_
 ）2なので , （ 1－0.2 ）2＝（ 0.8 ）2＝0.64

（ハ） Σdi2はd1
2＋d2

2＋d3
2＋d4

2＋d5
2なので, （ 0.2 ）2＋（ 0.8 ）2＋（ 0.2 ）2＋（ 0.8 ）2＋（ 1.2 ）2 

＝0.04＋0.64＋0.04＋0.64＋1.44＝2.80

（ニ） sは （Σdi2／5 ）なので , （ 2.80／5 ）＝ （ 0.56 ）＝0.75

（ホ） to は2｜z
_
｜／sなので , 2×0.2／0.75＝0.53

（ヘ） Vδはdi2／4なので , 2.80／4＝0.70＜2.78 で偏りは無い。

（ト） Ｌ＞2.0 mなので , Vm＝1.0　Vδ／Vm＝0.70／1.0＝0.70＜2.37 で測定誤差に問

題は無い。

これより , C が正解
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（イ） （ロ） （ハ） （ニ） （ホ） （ヘ） （ト）

A ＋ 1.2 1.44 4.56 1.50 0.27 1.14 1.14

B － 0.8 0.64 2.90 0.76 0.53 0.73 0.73

C ＋ 0.8 0.64 2.90 0.76 0.53 0.73 0.73

D － 1.2 1.44 4.56 1.50 0.27 1.14 1.14

E ＋ 1.2 1.44 4.56 1.50 0.27 1.14 1.14


